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　水報告ば、東都時（津裏学部附属賓習林各地の規到所における、日召

右＋六年よリ賂束‡z＋4に至る＋五年厨の氣象観測の械債ならび

に庸談当初からの累孝氣展概況起繕纂したものである。

　斑素五ケ年阿毎に輯鎌しく癸刊しだのであるが、紹和十七年にオ

ヨ田拍1行後ik、戦孝芦けなわの時期がわ終域綾1こ至る禾宴蔑の期河

にく、髪判する運び）：至らす　ム回十五年合を一纏めにして髪刊す

かのやむなきに至づた。

　したがって・綴の台腐潮鮮梯k励ト地｝功る多くの観醐

左失V、新に億山および丸寿直にニケ所め観刻滞を斯設し、下記の

八ケ断こつ・、て編纂した。
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　窟測の時刻、芳法ならびに記栽ガ法なピぱ濠習林報撒オ田号貿習

株亀象報告（オ＿回）所載のR都大学演習抹気豪綴剤法獄力内二気

象月報記載牙に準拠したもので、〈の婬貞は次の蹟リでおる。

／、厨1剤ぱ與素ぱ午前十蒔＿回であ・・）た♂）＜初ゐカご、渉籔歳省、〈

　　の他にお・・、＜iゴ暗．釦二z8年／月から一回観測｝辻ノf前九時に改、正

　　さ札たので当漬習祢にお・いくi（k昭和乙す年1＜月がの午前九時一

　　遍引二改幻た，

ヱ，氣庄ぱ氷銀庸雨許セ用い禾度は粍髭））くて禾す。本部および上貴

　　wa験地駆測灼よ温度更正9し、・eの他の麗測所でぱまだての

　　甑癬力・’ない、

3，遥底ぱ摂痴くク度1こよiJ水藍以下は障数をもって示す。池厳の測

　　受にぱ地表ぱ棒状、漂さa3〃多までぱ曲管、久Onまでぱ鉄壱

　　戊也中暮暖計獲用⑪たti

4、湿覆ぱ百介比にLて乾蔽計示度よ）1気象常用表を用い算垣した

　　もハ｝ζずLt蒸発許および雨量計ぱ本邦帽用のものを使財した，

子　夙河ば・＼方向に介けた風倍蛋を用k、、観測時の示針を記鎌す、

　　慮山裟険池で虞風信器の譲庸がない為目刻にく記錬す．

K、日藪蒔数測足にぱジヨ⊃レ炉ン式日照許を使用したtなお日照赦

　　の霞楠がある嚇1測所ば、芦生責習抹（芦注）和歌山湊習抹、本

　　部およひご上賀茂試験地のwケ所のみで他ぱ譲庸がなL）。

ク、電雷日薮ぱ遭雷にして降貢を伴わζい、場合を瞭き、霧、露口数

　　IQ［微弱なものを含ぱ劇ぼ薮ヒレた．また雨百薮ぱ降水量の多

　　少を厨わホ而の現象のあった日遺、暴尽百数ぱ．風級4以上ヒ童

　　レた百遺である。
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